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 ネットバンク等がサポートしている取引明細のデータをもとに、仮想的な通帳を作成する専用
ツールです。 
!
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  MacOS 10.4 以降の PowerPC, Intel 環境で動作可能。MacOS 10.4.4 環境で動作確
認を行っています。クラシック環境(MacOS 9)では動作しません。 
 

)&*+ 

  NetBankbook は、普通のアプリケーションですので、アイコンをダブルクリックして起
動して下さい。次項以降、ケース別に利用方法を説明します。 
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 NetBankbookで管理する取引明細データの登録方法は、次のとおりです。 
 
■ 取引明細をダウンロードする 
 NetBankbook の仮想的な通帳は、各金融機関のホームページからダウンロードする取引
明細のCSVファイルを読み込むことで実現しています。 
 現時点で、NetBankbook がサポートしている金融機関は、以下のとおりです。 
 
 ● ジャパンネット銀行（http://www.japannetbank.co.jp/） 
  “普通預金取引明細照会”メニューで、任意の期間を対象に取引明細を検索した後、”CSV 
  ダウンロード”ボタンをクリックして、取引明細をCSV形式ファイルでダウンロードして 
  下さい。ダウンロードが完了すると、"NBG○○○○○.csv”という名称のファイルが所定 
  の場所に保存されます。 

 
  ジャパンネット銀行の取引明細を読み込むと、”備考”を除く全ての項目が仮想通帳に反映 
  されます。 
 
 ● イーバンク銀行（http://www.ebank.co.jp/） 
  “入出金照会”メニューで、任意の期間を対象に、取引明細をCSV形式ファイルでダウン 
  ロードして下さい。 
  なお、イーバンク銀行については、”Safari”を用いて正常にダウンロードできません。 
  “Firefox”等、アップル社のWebkit を利用していないWeb ブラウザでダウンロード 
  して下さい。ダウンロードが完了すると、"eBANK-○○○○○.csv”という名称のファイ 
  ルが所定の場所に保存されます。 

 
  イーバンク銀行の取引明細を読み込むと、”操作時刻”と”備考”を除く全ての項目が仮想 
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  通帳に反映されます。 
 
■ ダウンロードした取引明細を仮想通帳に登録する 
 ファイルメニューの”取引明細を読込む”項目を選択あるいはツールバーの”明細を読込む”ア
イコンをクリックすると、ファイル選択ダイアログが表示されますので、上記金融機関のホーム
ページからダウンロードした取引明細 CSV ファイルを選択して下さい。NetBankbook の
アイコンに取引明細CSVファイルをドロップしても、取引明細を仮想通帳に登録できますので、
頻繁に仮想通帳を更新する場合は、Dock 内にNetBankbookしておくと便利です。 

 
 NetBankbook では、複数の金融機関をサポートしています。現在表示している金融機関
と異なる金融機関の取引明細 CSV ファイルを読み込むと、金融機関が自動的に切り替わりま
す。 
 NetBankbook に登録した取引明細と重複する内容がダウンロードした取引明細 CSV フ
ァイルに含まれていても、NetBankbook がダブリが発生しないよう取引明細を読み込む際
に自動的にチェックしています。 
 CSV ファイルは、カンマで各データ項目を区切っています。”摘要”欄に記載されている情
報にカンマが含まれるような場合、以降のデータがずれてしまいます。 
 
■ 登録した取引明細を削除する 
 NetBankbookの仮想通帳に登録した明細を削除する手順は、次のとおりです。 
 
 ・選択した明細だけを削除する 
  仮想通帳リストから削除したい項目を選択した後、編集メニューの”項目を削除する” 項目
を選択あるいはツールバーの”削除” アイコンをクリックすると、下左図のように警告ダイアロ
グが表示されます。”削除”ボタンをクリックすれば、選択した項目が削除できます。 
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 ・仮想通帳に登録した全ての明細を削除する 
  編集メニューの”項目をすべて削除する” 項目を選択あるいはツールバーの”すべてを削
除” アイコンをクリックすると、上右図のように警告ダイアログが表示されます。”すべてを削
除”ボタンをクリックすれば、現在表示している金融機関の仮想通帳を一括して削除できます。 

 
 



 - 5 - 

56789:;*+ 

 NetBankbookは、複数の金融機関(現時点では、ジャパンネット銀行、イーバンク銀行の
2 行)の取引明細をサポートしています。以下、金融機関別の取引明細を切り替える方法を説明
します。 
 
■ 取引明細CSVファイルを読み込む際に切り替える 
 前項「取引明細を読み込む」で説明した手順で、取引明細を仮想通帳に反映する際、選択した
取引明細CSVファイルの種類により、自動的に金融機関を切り替えることができます。例えば、
ジャパンネット銀行の仮想通帳を開いている時に、イーバンク銀行の取引明細を読み込めば、仮
想通帳が自動的にイーバンク銀行の内容に切り替わります。 
 
■ 手動で仮想通帳を切り替える 
 ファイルメニューの”銀行を選択する”項目を選択あるいはツールバーの”銀行を選択”アイコ
ンをクリックすると、下図のように、金融機関を切り替えるウィンドウが表示されますので、切
り替えたい金融機関名のボタンをクリックして下さい。切替操作を中止する場合は、”キャンセ
ル”ボタンをクリックして下さい。 

 
 現在、表示している仮想通帳の金融機関名は、取引明細リストの左下に表示されます。 
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 仮想通帳の取引明細リストの表示方法について説明します。 
 
■ 取引明細リストを編集する 
 取引明細リストの”摘要”と”備考”欄をダブルクリックすると、表示内容を編集できます。 
 “備考”欄については、取引明細 CSV リストを読み込んだ際、空白になっています。同欄は
利用者の方が備忘録的にコメントを入力する時に利用して下さい。 

 
 ”摘要”と”備考”欄を編集する場合、入力する情報にカンマを含まないよう気を付けて下さい。
カンマを含んだ情報を保存した場合、取引明細リストの内容を別のCSVファイルに保存する際、
CSV形式がカンマでデータを区切る仕様であるため、カンマを含む項目以降のデータがずれて
しまいます。 
 
■ 取引明細リストの表示範囲を切り替える 
 取引明細メニューの”リストを切り替える”項目を選択あるいはツールバーの”リスト切替”ア
イコンをクリックすると、下図のように、「全ての取引明細を掲載するリスト」と「月別の取引
明細を掲載するリスト」のいずれかに切り替えることができます。 



 - 7 - 

 
 月別の取引明細を掲載するリストに切り替えたうえで、取引明細メニューの”月別明細を切り
替える”の各項目あるいはツールバーの”前月移動”、”次月移動”アイコンをクリックすると、取
引明細リストに掲載する年月を変更できます。 
 
 取引明細メニューの”月別明細を切り替える:任意の月に移動する”あるいはツールバーの”月 
別明細”アイコンをクリックすると、下図のようなウィンドウが表示されます。 

 
 上図のウィンドウで、移動したい年月を入力して、”移動する”ボタンをクリックすると、取
引明細リストの表示月を直接変更できます。 
 全ての取引明細を掲載するリストを表示した状態で、月別明細に関連するメニュー項目を選択
あるいはアイコンボタンをクリックすると、取引明細メニューの”リストを切り替える”項目を
選択しなくても、直接、月別の取引明細を掲載するリストに切り替わります。 
 
■ 取引明細リストの表示順を切り替える 
 取引明細メニューの”リストの表示順を変更する”項目を選択あるいはツールバーの”表示順
位”アイコンをクリックすると、取引明細リストの”操作年月日”と”操作時刻”をもとに、明細を
表示する順位を降順・昇順いずれかに変更できます。 

 
■ 明細の表示色を変更する 
 取引明細リストの任意の項目を選択したまま、編集メニューの”項目をマークする”項目を選
択あるいはツールバーの”マーカー”アイコンをクリックすると、下図のように、選択した項目
の背景色を変えて、目立たせることができます。上記メニュー項目とアイコンボタンはトグル方
式になっていますので、再度、同様の手順を実行すると、選択した項目を元の状態に戻すことが
できます。マークした項目の背景色は、「環境設定」で変更可能です。 
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■ 摘要項目の内容に応じて文字の表示色を変更する 
 明細リストの”摘要”欄の掲載内容に応じて、文字の表示色を変更できます。文字の表示色は、
「環境設定」で変更が可能です。 
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  NetBankbookメニューの"環境設定"項目を選択すると、下図のような設定画面が表示さ
れます。 

 

■ 注目情報をマークする 
 “項目をマークする”(編集メニュー)または”マーカー”アイコンボタン(ツールバー)を実行す
ると、選択した取引明細情報の背景色が変わり、他の出取引明細情報と区別しやすくなります。
同項目では、マークした出品情報の背景色を指定します。 

 
 “項目をマークする”(編集メニュー)または”マーカー”(ツールバー)は、トグル方式になって
います。マークした取引明細情報を対象に実行すれば、マークが消えます。 
 
■ カード入金情報の色～Yahoo 関連情報の色 
 各金融機関の取引明細 CSV ファイルを読み込む際、”摘要”欄の記載内容に応じて、情報の
種類を自動的にチェックし、下図のように、文字の表示色で識別し易くすることができます。同
項目では、情報の種類別に文字色を指定します。 
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 金融機関毎に”摘要”欄の記載内容が異なるため、NetBankbook では、以下のルールで個々
の取引明細情報を自動的にチェックします。 
 
 ● ジャパンネット銀行 
  ・カード入金情報の色 
  ”摘要”欄に”Ｅ-ｎｅｔＡＴＭ”と記載されている場合に、指定した文字色となります。 
  ・手数料情報の色 
  ”摘要”欄に”手数料”と記載されている場合に、指定した文字色となります。 
  ・利息情報の色 
  ”摘要”欄に”お利息”と記載されている場合に、指定した文字色となります。 
  ・Yahoo 関連情報の色 
  ”摘要”欄に”ヤフージャパン”と記載されている場合に、指定した文字色となります。 
 
 ● イーバンク銀行 
  ・カード入金情報の色 
  ”摘要”欄に”カード”と記載されている場合に、指定した文字色となります。 
  ・手数料情報の色 
  ”摘要”欄に”手数料”と記載されている場合に、指定した文字色となります。 
  ・利息情報の色 
  ”摘要”欄に”預金利息”と記載されている場合に、指定した文字色となります。 
  ・Yahoo 関連情報の色 
  対象外です。 
 
 ■ 明細を掲載するウインドウスタイル 
 メイン操作用ウィンドウのスタイルを、アクア(デフォルト)あるいはメタル(下図参照)のいず
れかを指定します。NetBankbook を再起動すると、選択したスタイルに変わります。 
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■ NetBankbookの最新情報を自動的にチェックする 
 同項目を有効にしておくと、NetBankbook が起動した時点で、インターネットに接続し、
NetBankbook の最新版がリリースされているかを自動的にチェックします。現在使用して
いるバージョンよりも新しいバージョンがリリースされている場合は、下図のように、アップデ
ートに関する情報を掲載する専用画面が開きます。 
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 取引明細データの保存方法について説明します。 
 
■ 取引データをCSV形式で保存する 
 ファイルメニューの”保存”、”別名で保存”項目を選択あるいはツールバーの”明細を保存”ア
イコンをクリックすると、現在、取引明細リストに掲載している取引明細データを、CSV形式
のファイルに保存できます。 
 CSV形式ファイルには、取引明細リストと同様、以下の順番でデータが保存されます。 
 “操作年月日”, “操作時刻”, “摘要”, “お支払金額”, “お預り金額”, “残高”, “備考” 
 
 ”摘要”と”備考”欄を編集する場合、入力する情報にカンマを含まないよう気を付けて下さい。
カンマを含んだ情報を保存した場合、取引明細リストの内容を別のCSVファイルに保存する際、
CSV形式がカンマでデータを区切る仕様であるため、カンマを含む項目以降のデータがずれて
しまいます。 
 
■ 登録データをバックアップする 
  NetBankbookの取引明細リストに登録した情報は、カレントユーザのホームディレクト
リ配下の”ライブラリ/Application Support/NetBankbook”フォルダに保存されます。 

 
 ” NetBankbook”フォルダには、以下のファイルが保存されていますので、必要なファ 
イルをバックアップすれば、他のマックでも出品情報を活用することが可能です。 
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 ・” BankbookArchive(JNB).nbnk” 
  ジャパンネット銀行の取引明細が保存されています。 
 ・” BankbookArchive(eBANK).nbnk” 
  イーバンク銀行の取引明細が保存されています。 
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 NetBankbook では、取引明細リストで、以下のとおり、コンテキストメニューをサポー
トしています。 
 
 取引明細リスト内の任意の情報を選択したまま、コンテキストメニューを表示すると、下図左
のように、選択した項目を対象にした操作を実行できます。 
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 NetBankbook では、殆どのメニュー操作をツールバーで実行できるよう多くのアイコン
ボタンをサポートしています。”ツールバーをカスタマイズ”(ウインドウメニュー)を実行する
か、ツールバーでコンテクストメニューを表示して” ツールバーをカスタマイズ”項目を選択す
ると、下図のようにアイコンボタンの編集を行うウィンドウが表示されます。 
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 NetBankbook がサポートする金融機関の拡張を希望される場合は、以下の要領で情報提
供をいただきたく、ご協力をお願いします。 
 
■ 取引明細ファイル 
 NetBankbook では、当該金融機関のホームページからダウンロードした取引明細ファイ
ルをもとに、仮想通帳を作成する処理方式を基本にしています。まずは、取引明細ファイルをダ
ウンロードする方式であることをご確認下さい。 

 取引明細ファイル(上図)を準備いただき、ファイル名を変えずにメールで送って下さい。なお、
ファイル名に口座番号等、個人情報が含まれる場合は、架空のデータに変更して下さい。その際、
桁数や文字属性(英数字の大文字・小文字等)はオリジナルどおりにしておいて下さい。 
 
■ 取引明細の内訳 
 ご用意いただくサンプルの取引明細ファイルに記録されている内訳は、以下の要領で加工して
下さい。 
 ・先頭行のヘッダ情報(摘要、金額等を示す情報名)は加工しないで下さい。なお、ヘッダ情報 
 が含まれない取引明細ファイルの場合は、お手数ですが、各データ行に記載されている項目の 
 意味を、記載されている順に教えて下さい。 
 ・日付や時刻データは加工しないで下さい。 
 ・” 摘要”に記載されているデータは、個人名や口座番号等、個人情報を除き加工しないで 
  下さい。 
 ・個人情報に該当するデータは、必ず加工して下さい。その際、文字の属性(カナ、漢字等) 
  は変更しないで下さい。 
 ・数値データを加工する場合、桁数や符号等は変更せず、数字データを架空の値に修正して 
  下さい。 
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 ・出来るだけ長期間(可能ならば半年程度)に渡る取引明細のサンプルを準備して下さい。 
 
■ 動作確認テストへのご協力 
 サンプルの取引明細ファイルを送っていただいた方は、お手数ですが、当方で対応版を開発し
た後、動作確認テストにご協力下さい。また、対応版を当方で公開することを許諾いただきます。 
 
 当方では、個人情報が含まれるサンプルファイルを頂くことができません。取引明細に含まれ
る個人情報は、必ず、上記要領で加工したうえで、サンプルファイルをお送りいただきますよう
重ねてお願いします。 
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 “アップデートについて”(NetBankbook メニュー)を実行すると、下図のように専用画面
が表示されます。 

 
 メッセージ表示欄には、NetBankbook のバージョンアップ情報やユーザ登録結果等が表
示されます。なお、NetBankbook のバージョンアップ情報は、インターネットに接続して
いる環境で有効な機能です。 
 
 以下、上記専用画面の下側に配置されているボタンについて説明します。 
 
 ・NetBankbook の専用ページを閲覧 
  同ボタンをクリックすると、THE POOH FILE 上のNetBankbook専用ページを 
  “Safari”で表示します。 
 ・THE POOH FILES を閲覧 
  同ボタンをクリックすると、THE POOH FILE のトップページを”Safari”で表示します。 
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 “アップデートについて”(NetBankbook メニュー)を実行すると表示される専用画面(下
図)で、”レジストレーション”タブを選択すると、シリアル番号を入力する画面が表示されます。 
 所定の手続きでシェアウェア代金の支払いをいただくことで発行されるシリアル番号は、4 
桁区切りの12桁ですので、4桁づつ、半角英数字で入力した後、「登録」ボタンをクリックし
て下さい。 

 
 正しいシリアル番号を登録すると、下図のように”シェアウェア代金にご協力いただき、あり
がとうございました。”という文言がメッセージ欄が表示されます。また、誤ったシリアル番号
を入力すると、”シリアル番号が間違っています。再度、入力し直して下さい。”と表示されま
す。 

 
 ・シェアウェアについて 
  同ボタンをクリックすると、THE POOH FILE のシェアウェア説明ページを”Safari” 
  で表示します。 
 ・ベクターで決済する 
  “ベクター”(http://www.vector.co.jp/)の”シェアレジ”で公開しているNetBank 
  book専用のシェアウェア登録ページを”Safari”で表示します。 
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 ・ジャパンネット銀行で決済する 
  ジャパンネット銀行(http://www.japannetbank.co.jp/)で簡単振り込み手続きを 
  行う”JNB-J振”サービスを利用して、POOHの口座にシェアウェア代金を振り込む 
  ページを”Safari”で表示します。 
 
 ※ ユーザ登録に必要となるシェアウェア代金決済の詳細は、 
   http://homepage.mac.com/tomohiko/shareware.html を参照下さい。 
 
 上記の手続きでユーザ登録をしないまま、NetBankbook を使い始めて約 1 ヶ月が経過す
ると、NetBankbook の起動時、下図のように警告メッセージが表示されるようになります。
このメッセージが表示されると、”環境設定”で設定した起動時に実行する操作は殆ど無効にな
ります。 

 
 警告メッセージ画面上の「登録する」ボタンをクリックすると、上記で説明した手順でシリア
ル番号を入力することができます。「終了する」ボタンをクリックすると、NetBankbookが
終了します。 
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 本ソフトウェアはシェアウェアですので、継続して使用する場合は、シェアウェア代金の支払
いにご協力下さい。 
 
 シェアウェア代金決済の詳細は、 
 http://homepage.mac.com/tomohiko/shareware.html を参照下さい。 
 
 本ソフトウェアのサポートは"THE POOH FILES"上のバージョンアップというかたちで 
行います。メール等による個別のサポートはバグ対応(テストへのご協力等)を除き、一切行い 
ません。また、機能に関するご質問には、個別で回答する対応を行いませんので、マニュアル 
に記載がない機能は実装していないというご判断をいただき、ご要望という位置づけでメール 
でお知らせ下さい。 
 バグレポートをいただく際、バグや不具合への対処方法についてお問い合わせいただいても 
個別に回答することが困難です。バグレポートは、あくまで不具合の現象をご連絡いただくと 
いう主旨でお送り下さい。 
 
 ■ メールアドレス：tomohiko@mac.com 
 ■ ホームページ：http://homepage.mac.com/tomohiko/ 
 
hMgijkl 

■ 本ソフトウェアおよびマニュアル等に関する著作権は、作者である清水 友彦が有していま 
 すので、通常の方法で保護していただきますようお願いいたします。 
■ 商業目的で配布、掲載、転載をなさる場合は、出来るだけ事前にご連絡下さい。なお、個人 
 または非商業目的で運営しているホームページでのレビュー、リンク等は、ご自由にどうぞ。 
■ 同ソフトウェアを使用したことにより生じた損害等に関しましては、一切責任を負いません。 
 あくまで、ご自身の責任においてご利用下さい。 
■ 各銀行が提供する機能等の仕様変更に伴い、プログラムに不都合が生じた場合、同ソフト 
 ウェアが正常に動作しなくなる場合があります。 
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■ バージョン 1.1 2006.01.22 
 ・Universal binary化 
■ バージョン 1.0 2005.04.17 
 ・正式版リリース 
 ・MacOS 10.3.9 環境で動作確認 
■ バージョン 0.9 2005.04.09 
 ・取引明細リストの掲載内容をCSV形式ファイルに保存する機能を新規追加 
 ・環境設定にアップデート状況を自動的に取得するオプションを新規追加 
 ・アップデート状況を確認する機能を新規追加 
 ・レジストレーション機能を新設 
■ バージョン 0.8 2005.04.02 
  開発評価版をリリース 
 


